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補助要件 

あおもり GX 住宅（新築 A） 

断熱性能等級 6 以上、一次エネルギー消費量削減率 30％以上、気密性能 0.7 ㎠/㎡以下  

あおもり GX 住宅（新築 B） 

断熱性能 Ua 値 0.35 以下、一次エネルギー消費量削減率 30％以上、気密性能 0.7 ㎠/㎡以下 

あおもり GX 住宅（全体・部分改修） 

  断熱性能等級 5 以上、一次エネルギー消費量削減率 20％以上、気密性能 2.0 ㎠/㎡以下 

その他の要件 

  ・県産材１㎥以上の利用または太陽光発電設備の設置 

  ・CASBEE の評価（戸建ての環境効率星 4 つ以上、ライフサイクル CO2 星 3 つ以上） 

  ・その他の仕様は、交付別添 4・3 を参照 

・工事完了入居後 1 年間の温湿度測定データ提供（温湿度測定データ取得に関する機器設置

及び管理含む） 

・工事完了入居後 3 年間の光熱費データ提供同意（電気、ガス、水道、太陽光などの使用量と料

金） 

  ・構造見学会 or 完成現場見学会開催への同意 

  ・設計図書等のデータ提供同意  

  ・入居前後の健康調査への協力 

  ・あおもり GX ビルダーズホームページへの情報提供（イベント情報・デジタルフォトブック） 

  ・建売住宅は対象外です。 
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補助金額 

あおもり GX 住宅（新築 A）  補助予定額最大 150 万円  

あおもり GX 住宅（新築 B）  補助予定額最大 80 万円  

あおもり GX 住宅（全体・部分改修） 補助予定額最大 120 万円  

下記補助対象工事費の半額を補助  

 断熱等性能等級 4 の仕様からの差額のうち、玄関ドア・断熱施工費の差額 

 気密化工事費 

 一次エネルギー消費量等級 4 の仕様からの差額のうち、換気設備・給湯設備 

 改修の場合は、上記のうち換気設備を除く 

工期要件 

着手： 令和 8 年 4 月 1 日もしくは令和 8 年度予算成立日のいずれか遅い日以降に補助対象

工事に着手すること。 

 完成： 契約書上で令和 9 年 1 月 31 日までに完成すること。 

交付申請受付期間と申請棟数  

新築 A・B は次の 3 期に分けて交付申請を受け付けます。 

第１期・第 2 期は 1 事業者当たり期ごとに 2 棟まで申請できます。 

第 3 期の申請棟数は、第 1･2 期の進捗に合わせ第 3 期募集前に公表します。 

第1期 4 月 1 日～4 月 30 日（予定） 

第2期 6 月 1 日～6 月 30 日（予定） 

第3期 8 月 1 日～9 月 30 日（予定） 

改修は次の下記の期間通期にて交付申請を受け付けます。棟数制限はありません。 

改修  4 月 1 日～9 月 30 日（予定） 

実績報告の提出期間  

工事完了後 1 か月以内 

 

 



5 

補助金交付時期と補助金の取り扱いについて  

補助金は年度ごとの対象物件を、一括して年度末に青森県優良住宅協会へ振り込まれます。 

その後、各事業者へ振込手数料を除いた金額をお振込みいたします。 

補助金交付まで長期間にわたるため、又、実績報告の事業費支払証明書類との整合性を保つ

ため、契約金額全額を建築主は事業者へお支払いいただきます。 

補助金交付後は、速やかに建築主へ還元してください。 

交付申請額の変更・補助事業の中止  

各事務局へご一報ください。 

 

交付申請・実績報告の提出先及び相談窓口  

青森県優良住宅協会 

 ㈱石郷岡 中島 豪  TEL：0172-35-2100 FAX：0172-35-2135 

     携帯：090-7525-6751 

     E-mail: gou_nakajima@ishigoka.jp 

 

一社）新木造住宅技術研究協議会 

 平野商事㈱ 平野 公彦  TEL：0176-23-7111 FAX：0176-23-3967 

     携帯：090-1495-8076 

     E-mail: kihirano@hirano-shoji.co.jp 
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交付申請必要書類 

① 交付別添 2（ＰＤＦ） 

② 交付別添 2・3（ＰＤＦ） 

③ ＣＡＳＢＥＥ環境効率の評価結果シート（ＰＤＦ） 

④ 交付別添 3（ＰＤＦ） 

⑤ 交付別添 3・3（ＰＤＦ） 

⑥ 交付別添 4-1（ＰＤＦ） 

⑦ 交付別添 4・3（ＰＤＦ） 

⑧ 補助対象事業費（ＰＤＦ） 

⑨ 任意様式 1（ＰＤＦ） 

⑩ 任意様式 1-2 （ＰＤＦ） 

⑪ 住戸毎の個別明細（ＰＤＦ） 

⑫ 住戸毎の完了予定一覧（ＰＤＦ） 

⑬ 建築主リスト（ＰＤＦ） 

⑭ 建築士免許の写し（ＰＤＦ） 

⑮ 見積書の写し（ＰＤＦ） 

⑯ 契約書の写し（ＰＤＦ） 

⑰ 共同事業実施規約（原本） 

⑱ 確認済証（ＰＤＦ） 

⑲ 確認申請書（第一面から）（ＰＤＦ） 

⑳ 確認申請時提出図面（確認済みの押印のあるもの）（ＰＤＦ） 

㉑ 仕様書（PDF） 

㉒ 矩計図（PDF） 

㉓ 一次エネルギー消費量計算結果（ＰＤＦ） 

㉔ 外皮計算書（ＰＤＦ） 

㉕ カタログ等性能が確認できる書類の写し（ＰＤＦ） 

※各 PDF ファイルに上記番号をつけ作成したエクセルとともに各事務局にメールにてご提出ください。 
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 交付別添 2 

 

 

 

別添２

１．建築物の基本事項

□ 集合住宅　　■ 請負戸建住宅 □ 建売戸建住宅 □ その他（　　）

■ 木造 □ 鉄骨造 □ ＲＣ造 □ ＳＲＣ造 □ その他（　　）

２．申請者等の概要

建築士による建築物の環境効率の評価結果書

  当該申請に係る建築物の環境効率の評価結果は次のとおりであることを証明する。

令和　　年　　月　　日

（CASBEE評価員が作成した場合：登録　　　号）

※建築士は本内容について責任を持つものとする。不正があった場合は、建築士法にもとづき処分を行う場合があることに留意する

こと。

プロジェクト名 あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化プロジェクト

 （一級）建築士　　登録　　　　　号

建築士の氏名　　　　　　　

　構造・工法
（該当するものを「■」）

地上 階 地下 階延べ面積・階数 延べ面積 ： ㎡ ・

建築物の名称

所在地

　用途
（該当するものを「■」）

  設計者

設計者資格

　電話番号

(注)「プロジェクト名」欄には、提案申請書様式１に記載してある「プロジェクト名」を記載すること。

  申請者
氏名又は名称

住所

（　　　）建築士　　　(大臣)登録　　　　号

設計者氏名

  建築主
氏名又は名称

住所

事務所登録 （　　　）知事登録　　　　　号　

建築士事務所名 （　　　）建築士事務所　

　所在地

このシートに必要項目を入力するとそのほかの申請書類に反映されます 

契約書が連名の場合、すべての

建築主を入力してください。 
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 交付別添 2・3 

 

 

建築物の名称：

３．環境効率の適合状況

（１）評価結果　　（ＣＡＳＢＥＥ 戸建-新築 (2016年版・2018年版)の場合）

区分

ＢＥＥH
ランク

ＢＥＥH
値

ＣＯ2
排出率

ランク

環境性能 提案時の数値基準 今回の申請結果 適合性の評価

すまいの環境効率
（ＢＥＥＨ）

Ａ★★★★ -

■ 適 □ 不適

2.1

(注)
１．「適合性の評価」欄には、どちらか該当する方に「■」をつけること。
　　ただし、提案時の基準値より今回の申請結果が同等、若しくは上回る場合のみ適
　　とする。
２．CASBEE 以外のツールを適用する場合、上記の評価結果を参考に任意の様式を作成
　　し、提出をして下さい。

■ 適 □ 不適

☆☆☆ ☆☆☆☆☆

ライフサイクル
ＣＯ2排出率

74 ％ ％

CASBEE 評価結果より入力  

BEEH の星 4・CO2 排出の星 3 つ

を確認してください。 



9 

 CSBEE 入力方法 

メインページに必要項目を入力 
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採点 LR1 のシートに 1 次エネルギー消費量の計算結果から入力 

 

 

 

■建物名称 25年戸建住宅

LRH1　エネルギーと水を大切に使う 色欄について、プルダウンメニューから選択、または数値・コメントを記入のこと

1 総合的な省エネ
1.1 躯体と設備による省エネ

重み係数＝ 0.45

レベル 5.0 基準 備考

■評価方法 （LRH1 .1 .2、LRH3 .1 .1、地球温暖化影響チャートにも使用） レベル 5.0

■算定プログラムの結果による評価 ※再生可能エネルギーによる削減分（F）を考慮しない

一次エネルギー消費量 MJ/年 家電・調理除く
一次エネルギー消

費量削減率※ 削減率に基づくスコア換算

A. 基準一次エネルギー消費量 107 ,843 87,269 換算スコア＝ 5 .0

B. 設計一次エネルギー消費量（合計：CGSを対象とする場合） 51 ,140 30,566 65%

C. コジェネ設備の売電量に係る控除量（マイナスの値を入力） 0

D. その他の設備の一次エネルギー消費量 20 ,574

E. 発電量（コージェネレーション） 0

F. 発電量（太陽光発電） 58 ,219

G. 売電量（コージェネレーション） 0

レベル１

～

レベル５

一次エネルギー消費量削減率とは、H28年エネルギー

消費性能基準における基準一次エネルギー消費量か

ら設計一次エネルギー消費量を減じた値の基準一次

エネルギー消費量に対する比率。（ともに家電等のエ

ネルギー消費量を除く）

本採点項目のレベルは、一次エネルギー消費量の削減率（再生可能エネルギーを考慮しない）を1.0～5.0に換

算した値（小数第１位まで）で表される。なお、レベル1.0、2.0、3.0、4.0、5.0は以下の一次エネルギー消費量削減

率で定義される。

レベル1 ：一次エネルギー消費量削減率が-10％以下

レベル2 ：一次エネルギー消費量削減率が0％（H28年エネルギー消費性能基準相当）

レベル3 ：一次エネルギー消費量削減率が10％

レベル4 ：一次エネルギー消費量削減率が20％（誘導基準相当）

レベル5 ：一次エネルギー消費量削減率が30％以上

算定プログラムの結果による評価
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結果（2-3 レーダー）のシートを確認（交付申請にはこのシートを提出します。） 

 

2-1 ⼾建ての環境効率星 4 つ以上、2-2 ライフサイクル CO2 星 3 つ以上を確認してください。 

星の数が⾜りない場合補助を受けられません。その際には採点 LR1 以外のシートも訂正してください。 
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 交付別添 3 

 

 

別添３

建築士の氏名　　　　　　　

１．建築物の基本事項

□ 集合住宅　　■ 請負戸建住宅 □ 建売戸建住宅 □ その他（　　）

■ 木造 □ 鉄骨造 □ ＲＣ造 □ ＳＲＣ造 □ その他（　　）

□ 無 □ 有 □ 国費 □ 国費外

２．申請者等の概要

建築士による省エネルギー性能の適合確認書

　当該申請に係る建築物の設計内容の省エネルギー性能の適合状況は次のとおりであることを証明
する。

令和　  年　  月　  日

※建築士は本内容について責任を持つものとする。不正があった場合は、建築士法にもとづき処分を行う場合があることに留意する

こと。

プロジェクト名 あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化プロジェクト

建築物の名称

 （一級）建築士　　登録                 号

0

所在地

　用途
（該当するものを「■」）

　構造・工法
（該当するものを「■」）

延べ面積・階数 延べ面積 ： 0.00 ㎡ ・ 地上 0 階 地下 0

（    ）知事登録　　　　　　号　

建築士事務所名

　他の補助金申請
（該当するものを「■」）

（補助金名：　　　　　　　　）

(注)「プロジェクト名」欄には、提案申請書様式１に記載してある「プロジェクト名」を記載すること。

  申請者
氏名又は名称 0

住所 0

0

　所在地 0

階

  設計者

設計者資格 （  級）建築士　　　(  )登録     　号

設計者氏名 0

  建築主
氏名又は名称 0

住所 0

　電話番号 0

事務所登録

別添 2 の入力内容が反映されます 



13 

 交付別添 3・3 

 

0  

 

 

 

建築物の名称：

３．省エネルギー性能の適合状況

省エネルギー措置の項目　：　外壁、窓等を通しての熱の損失の防止のための措置

【 地域】

□

□

□

□

□

該当する地域区分

省エネルギー性能

地域区分又は基準

一次エネルギー消

費量又は提案時の

数値基準

今回の
申請結果

適合性の
評価

住宅以外 □
一次エネル
ギー消費量 [GJ/（年）]

不適

外皮
[MJ/（㎡・年）]

適

冷房期の平均日射

熱取得率 [ηA]
適

(注)

仕様基準（設計・

施工指針）附則

別紙仕様書
参照

別紙仕様書
参照

住宅

■

外皮平均熱貫
流率 [W/（㎡・K）]

0.28

一次エネル
ギー消費量 [GJ/（年）]

不適

外⽪計算書より入力 

地域区分を入力 

⼀次エネルギー消費量計算結果より入力 

提案時の数値

基準以下であ

れば適 
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 交付別添 4-1 

 

建築士の氏名　　　　　　　

１．建築物の基本事項

□ 集合住宅　　■ 請負戸建住宅 □ 建売戸建住宅 □ その他（　　）

■ 木造 □ 鉄骨造 □ ＲＣ造 □ ＳＲＣ造 □ その他（　　）

□ 無 □ 有 □ 国費 □ 国費外

□

□

□

□

□

□

□

□

(※1）階数が2以下、かつ、床面積が500㎡以下の木造の場合のみ記入。

　　ただし床面積300㎡超の場合は、①により構造の安全性を確認すること。

(※2）建築基準法の施行（令和７年4月1日）により、木造建築物については、

　　規模により、上記いずれかによる構造安全性の確認を求めます。ただし、

　　建築基準法施行令第４３条第１項及び第４６条第４項等の経過措置は適用外とする。

２．申請者等の概要

立地区域の確認
（令和6年度採択以降）

市街化調整区域であって土砂災害警戒区域又は浸水想定区域に該当しな
い（令和６年度採択の場合のみ、補助金半額とする。）

構造の安全性
(※2）

（令和7年度採択以降）

①構造計算により構造安全性を確認（300㎡超の場合は必須）

②新壁量等の基準により構造安全性を確認

構造の安全性
(※1）

（令和5年度採択以降）

　当該申請に係る建築物の設計内容とサステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ2先導型）の提案申請
書に記載されている提案内容との適合状況は次のとおりであることを証明する。

令和　  年　  月　  日

※建築士は本内容について責任を持つものとする。不正があった場合は、建築士法にもとづき処分を行う場合があることに留意する

こと。

プロジェクト名 あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化プロジェクト

建築物の名称

階 地下 0

別添４－１

建築士による提案内容への適合確認書

 （一級）建築士　　登録                 号

0

災害危険区域に該当しない

①構造計算により構造安全性を確認（300㎡超の場合は必須）

②壁量等の基準により構造安全性を確認

所在地

　用途
（該当するものを「■」）

　構造・工法
（該当するものを「■」）

延べ面積・階数 延べ面積 ： 0.00 ㎡ ・ 地上 0

事務所登録 （    ）知事登録　　　　　　号　

建築士事務所名

　他の補助金申請
（該当するものを「■」）

（補助金名：　　　　　　　　）

(注)「プロジェクト名」欄には、提案申請書様式１に記載してある「プロジェクト名」を記載すること。

  申請者
氏名又は名称 0

住所 0

立地区域の確認
（令和４年度採択以降）

土砂災害特別警戒区域に該当しない

立地区域の確認
（令和5年度採択以降）

都市再生特別措置法第88条第3項の規定による勧告に従わなかった旨の公
表がされていない

立地区域の確認
（令和6年度採択以降）

　所在地 0

0

階

  設計者

設計者資格 （  級）建築士　　　(  )登録     　号

設計者氏名 0

  建築主
氏名又は名称 0

住所 0

　電話番号 0

別添 2 の入力内容が反

映されます 

別添 2 の入力内容が反

映されます 

所管行政庁に確認

の上入力ください 

構造確認方法を入

力してください 
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 交付別添 4・3 

  

 

 

 

 

 

建築物の名称：

３．先導的な提案内容への適合状況

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

■ 実績時

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

□ 適

□ 不適

□ 適

■ 実績時

□ 適

■
事業後

実施

□ 適

■
事業後

実施

エコキュートJIS 効率3.3 以上、エコジョーズ、エコフィール、

ヒートポンプ・ガス瞬間式併用給湯温水暖房機

提案項目 提案概要
補助金
交付
項目

適合性の
評価

（換気設備の性能強化）
第一種熱交換換気設備もしくは第三種換気設備（ACモーター）を

超える性能を持つ換気設備
○

高気密高断熱住宅の建設

（新築A）気密性能0.7㎠/㎡以下

（新築B）気密性能0.7㎠/㎡以下

（全体改修）気密性能2.0㎠/㎡以下

○

【申請する住宅タイプ】

□新築A

（新築A）　・断熱性能 等級６以上

　　　　 　・BEI≦0.7

―

□新築B

（新築B）　・断熱性能 等級５以上　Ｕａ値0.35以下

　　　　 　・BEI≦0.7
―

□全体改修

（全体改修）・断熱性能 等級５以上

　 　　　　 ・BEI≦0.8
―

□新築A　　断熱等級４→等級６以上 ―

□新築B　　断熱等級４→Ｕａ値0.35以下 ―

□全体改修　　断熱等級４→等級５以上 ―

(注)
１．「提案項目」、「提案概要」欄には、提案申請書様式３及び様式４－１を中心に省CO2の取り組み
　　として提案している内容を記入すること。欄は適宜追加すること。
２．「補助金交付項目」欄には、該当する項目に○をつけること
３．「適合性の評価」欄には、どちらか該当する方に■をつけること

（断熱材の性能強化）

（給湯設備の性能強化）

その他
官民プラットフォームによる実施

普及・波及
今回評価を受けた先導的な提案概要についての

ホームページやガイドライン等を活用した情報提供
○

住環境データの取得、モニタリング ○

○

□県産木材１㎥以上の利用

□太陽光発電設備の設置
○

現場見学会開催 ○

申請タイプを選択  

適としてください 

申請タイプを選択  

適としてください 

提案概要を確認し

適としてください 

木材・太陽光どち

らかを選択し適と

してください 

選択項目はすべて   

〇としてください。 
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 補助対象事業費 

申請タイプに応じたシートをお使いください。 

 

 

※金額は全て消費税を除いて下さい。 単位：円

金額

1

2

0

金額

1

2

0

0

0

0

金額

1 0

2 0

3 0

4 0

5

6

0

0

0

建
設
工
事
費

0 千円
事業費

設
計
費

総請負金額 請負に関する全ての金額の合計（税抜）

事業費から除く項目 添付資料№

事業費

補助対象事業費確認書

住宅の名称 0 住宅のタイプ 新築A

補助対象項目 添付資料№

補助対象
事業費

BELS評価書取得費

事業費合計　

0 千円

設計費事業費

①補助対象事業費合計　

0 千円

補助対象外事業費合計

補助対象
外事業費

（内 他の補助金額 ：　 千円 ） 0 千円

0 千円

補助対象項目 添付資料№

換気設備の性能強化

給湯設備の性能強化 見積書P

建設工事費事業費

0 千円

）
補助額

①ｘ1/2

（　1戸当たり上限額　：　 0 千円

見積書P

補助対象
事業費

断熱材の性能強化 見積書P

玄関ドアの性能強化 見積書P

事業費

補助対象
外事業費

（内 他の補助金額 ：　 千円 ） 0 千円

0 千円

②補助対象事業費合計

0 千円

補助対象外事業費合計

補助額

②ｘ1/2

（　1戸当たり上限額　：　 1,500 千円 ）

総補助額 （　1戸当たり上限額　：　 1,500 千円 ） 0 千円

請負契約金額（税抜）を入力 

設計費・解体費・外構費等

を事業費より除きます。 

任意様式 1-2 より転記され

ます。 

任意様式に 1-2 にて集計

した見積書のページを  

示してください。 

この金額が補助金額   

となります 

ⓐ 

ⓑ 

© 
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 任意様式 1 

 

 任意様式 1-2（記入例をご参照ください。） 

 

 ※このシートを作成すると補助対象事業費に反映します。 

番号
補助
区分

県産木
材

太陽光
発電

1 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【別紙２に掲げる添付資料　任意様式１】

事業費及び補助対象事業費の総額、補助対象事業費の内訳が分かる資料

建 築 主 建 築 場 所
事業費

（契約額）
補助対象
事業費

補助額
工事完成
予定日

0 0

補助対象内訳確認書（新築）

（新築基準価格）

断熱
等級

項目 部位 仕様 基準価格
合計
①

天井・屋根

外壁

床

基礎

材熱工事の副資材

気密工事

玄関ドアの性能強化 玄関ドア 0

換気設備の性能強化 換気設備 0

給湯設備の性能強化 給湯設備 0

（補助対象）

断熱
等級

部位 仕様
事業費

②
補助対象事業費

②-①

天井・屋根

外壁

床

基礎

材熱工事の副資材

気密工事

玄関ドアの性能強化 一式 0

換気設備の性能強化 一式 0

給湯設備の性能強化 一式 0

0

補助対象事業費/2 0

補助額 0

【別紙２に掲げる添付資料　任意様式１】

4

断熱材の性能強化 0

6

断熱材の性能強化 0

県産材・太陽光を選択してください。 
補助対象事業費のシートより      

事業費＝ⓐ              

補助対象事業費＝ⓑ         

補助額＝ⓒ 

を入力してください。 

完成予定日を入力 
新築 A・B 改修を選択してください。 



18 

 任意様式 1-2 の作成例 
上段部分 新基準価格 

・省エネ基準レベルの仕様を作り、積算します。 

・仕様部分には、仕様のほか施工面積も明示してください。 

・材工金額で記入します。 

・外皮計算書・1 次エネルギー計算書・積算根拠の提出は求めませんが、審査の過程で提出す

る場合があります。 

 

下段部分 補助対象 

・見積書より対象工事の仕様・事業費を拾います。 

・仕様部分には、仕様のほか施工面積も明示してください。外皮計算書の面積から常識的な歩

留まり計算より多い面積は認められません。 

・材工金額で記入します。 

 

 

 

（新築基準価格）

断熱
等級

項目 部位 仕様 基準価格
合計
①

天井・屋根 高性能GW10Kg 150㎜　69㎡　材工 138,000

外壁 高性能GW10Kg 100㎜　170㎡　材工 306,000

床 押出法PSF3種ｂＡ　40㎜　62㎡ 217,000

基礎 押出法PSF3種ｂＡ　20㎜　10㎡ 35,000

材熱工事の副資材

気密工事 点検口等　材工 30,000

玄関ドアの性能強化 玄関ドア YKKAP玄関ドア　プロント　材工 200,000 200,000

換気設備の性能強化 換気設備 壁付式第3種換気システム　材工 110,000 110,000

給湯設備の性能強化 給湯設備 ガス給湯器　材工 195,000 195,000

4

断熱材の性能強化 726,000

（補助対象）

断熱
等級

項目 部位 仕様 基準価格
合計
①

天井・屋根 グラスウールブローイング400㎜　69㎡　材工 276,000

外壁 高性能GW16Kg 105㎜＋付加105㎜　170㎡　木下地含む材工 1,700,000

床 基礎断熱につき床断熱無し 0

基礎 EPS特号基礎立上60＋60㎜土間下全面50㎜材工 690,000

材熱工事の副資材 シート・テープ等　材工 300,000

気密工事 シート・テープ・気密用合板・気密点検口等　材工 1,200,000

玄関ドアの性能強化 一式 YKKAP玄関ドア　ヴェナートD30 　材工 400,000 200,000

換気設備の性能強化 一式 第1種熱交換換気システム　材工 500,000 390,000

給湯設備の性能強化 一式 エコキュート　JIS効率3.3　材工 800,000 605,000

6

断熱材の性能強化 3,440,000
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 住戸毎の個別明細 

 

 住戸毎の完了予定一覧 

 

 建築主リスト 

 

 

 

 

住戸毎の個別明細（別紙２の添付資料） 単位：千円

 事業費
補助対象
事業費

補助金
申請額

 事業費
補助対象
事業費

補助金
申請額

1 0

2

3

4

5

備考№ 住宅の名称

建築設計費 建築工事費
他の補助金

申請額

あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化プロジェクト

FAX

年　　月　　日付

1 0 0 0 0.00

補助対象項
目の着手予

定日

補助対象項
目の完了予

定日

交付
決定日

E-mail

No 住宅の名称 物件の所在地 階数
延べ面

積
（㎡）

工事管理責
任者の氏名

TEL

住戸毎の完了予定一覧表

プ ロ ジ ェ ク ト 名

代 表 提 案 者 名

担 当 者 名

400 400 200 200 30,000 4,000 1,800 1,700 ○○工務店（株） 環境　共生 ｶﾝｷｮｳ ﾄﾓｵ

400 400 200 200 40,000 3,000 1,500 1,470 （株）○○建設 建売A棟住宅 半角

建築設計費 建設工事費

事業者名 建築主 建築主のﾌﾘｶﾞﾅ
補助額（千円）

交付額 実績額 交付額 実績額

事業費
（千円）

補助対象
事業費
（千円）

補助額（千円）
事業費
（千円）

補助対象
事業費
（千円）

姓名の間は１文字あける

102-0071 東京都 千代田区 富士見2-7-2 0.58 0.46 1.3

所在地

備考

一次エネ
ルギー消
費性能
（BEI）

UA
[Ｗ／㎡・

Ｋ]
ηAc住所１

都道府県

住所２

市区町村

住所３

※住居表示を記入してください。

郵便番号

建売で売買済の場合
申請時の建物名称を記入してくだ

さい
　・数字は半角
　・丁-番地-号の間はハイフンを用いて記載

補助対象事業費より転記してください。 

工事管理責任者氏名と補助の対象となる工事の着手・完了の予定日を入力します。 

補助対象事業費より転記してください。 

1 次エネルギー消費量計算結果より転記してください。 

事業者名・施主・所在地を入力してください。 
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 建築士免許の写し 
 見積書の写し 

見積作成にあたっての注意点 

・補助対象事業費にマーカー・アンダーライン等わかりやすく表示してください。 

・上記マーカーしたページ No.を「補助対象事業費」のシート添付資料 No.「見積書Ｐ」に入力して

ください。 

・大工工事等施工費は、一式ではなく各補助対象事業費別に分けて表示してください。 

・外皮計算書の面積から常識的な歩留まり計算より多い断熱材は認められません。 

・値引き等端数調整費は 1 式ではなく現場諸経費のなかで行ってください。1 式の値引きを行っ

た場合、補助対象事業費にも案分され補助対象事業費が減額されます。 

 契約書の写し 
 共同事業実施規約 

2 ページ目の署名押印例  

 

 ※作成日は未記入、原本を事務局に送付ください。 

施主全員の署名押印 

優良住宅協会・新住協どちらかの団体名 

工務店の署名押印 
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 確認済証 
 確認申請書（第一面～六面） 
 確認申請時提出図面（確認済みの押印のあるもの） 
 仕様書（断熱材の性能強化、玄関ドアの性能強化、換気設備の性能強化、給湯設備の性能強化の

記載内容が確認できるもの） 

 矩計図（断熱仕様が分かるもの） 
 一次エネルギー消費量計算結果 
 外皮計算書 

注意！現行の基礎断熱評価方法は令和 8 年 10 月 31 日にて終了します。今事業での運営方針が

未定のため、完成が 11 月 1 日以降の物件は、新しい評価方法で計算してください。 

 カタログ等性能が確認できる書類の写し（断熱材の性能強化、玄関ドアの性能強化、換気設備の性

能強化、給湯設備の性能強化に関する箇所のみ） 
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実績報告必要書類 

㉖ 実績別添 3-1（ＰＤＦ） 

㉗ 実績別添 3-1.3（ＰＤＦ） 

㉘ 実績完成写真（ＰＤＦ） 

㉙ 検査済み証 

㉚ 建材納品書 

㉛ 実績工事写真（ＰＤＦ） 

㉜ BELS 評価書（ＰＤＦ） 

㉝ 事業費支払証明書類（ＰＤＦ） 

㉞ 気密性能試験結果（PDF） 

㉟ 請求書（PDF） 

㊱ 変更契約書（内訳明細付き）（PDF）※変更のある場合 

㉗ 計画変更・軽微変更関係書類（PDF）※変更のある場合 

※各 PDF ファイルに上記番号をつけ作成したエクセルとともに各事務局にメールにてご提出ください。 
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 実績別添３－１ 

 

 

 

別添 2 の入力内容が反映されます 
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 実績別添３－１．３ 

 

 

 

 

Ua 値・BEI・

CASBEE の星に

変更があれば有と

してください。 

変更内容を明記してください。 

確認申請上、計画変更・軽微変更の場合は関連資料を添付してください。 
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 実績完成写真 
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完成した物件にはＢＥＬＳプレートを掲示しなければなりません。 

掲示した状況の写真を添付してください 

採択には展示会の開催が必要となります。 

展示会の状況の写真を添付してください 

BELS プレート 
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 完了検査済証 

 補助対象事業費に計上した建材・設備機器等の出荷証明書もしくは納品書 

※青森県産材使用の場合、青森県産材認証制度に基づく証明書 

※太陽光利用の場合は太陽光発電設備の出荷証明書もしくは納品書 

 工事写真 

※補助対象事業費に計上した断熱材・気密材の施工状況 

※補助対象事業費に計上した設備機器の設置状況及び銘板 

 

 

断熱材等の設置状況等 

設備機器の場合は設置状況と銘板 
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 BELS 評価書（評価機関の押印のある関連資料すべて） 

 事業費支払証明書類 

以下の（１）に掲げるものから 2 点、もしくは（１）及び（２）に掲げるものからそれぞれ 1 点を提出 

（１） 受領の証明書 

・施工会社が建築主に発行した領収書の写し 

・建築主からの入金が確認できる施工会社の通帳（口座情報が確認できること）の写し 

※通帳の表紙および入金部分の明細 （当該以外の取引は黒塗り） 

※インターネットバンキングの入出金明細照会でも可 

（２） 送金の証明書類 

・建築主が施工会社に送金した際の振込受付書 

・建築主が施工会社に送金した際の振込明細書 

・施工会社への送金が確認できるの建築主の通帳（口座情報が確認できること）の写し 

※通帳の表紙および入金部分の明細 （当該以外の取引は黒塗り） 

※インターネットバンキングの入出金明細照会でも可 

 気密性能試験結果 

 交付申請時より工事費に変動があった場合、変更契約書（内訳明細付き）の写し 

 請求書 

※実績報告提出時点で補助額が確定していない場合は請求額を空欄としてください。 

 計画変更・軽微変更関係書類 

※確認申請に計画変更・軽微変更があった場合、提出してください。 
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事業完了後の報告 

 温度・湿度データの報告 

※詳細は「あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化プロジェクト 温湿度測定概要」参照 

 

事務局へ提出するデータには「邸名・室名・測定期間」を明記してください。 
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 入居後 3 年間のエネルギー消費量報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※月ごとの使用量を記入します。灯油の場合は給油した月のリーッターを記入してください。 

（別添１－○）住宅別のエネルギー使用量の内訳 ※住宅ごとに作成して下さい

令和 年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

合計（年間値）

総括表Bで太陽光
発電容量を記入し
た住戸について、
ご記入ください。
注）売電量＞発
電量の場合、セ
ルが赤色になりま
すので、注意して
入力してくださ
い。

総括表Bの給湯器
種別がガス給湯器
やガス暖房の住戸
は、必ず都市ガ
ス・LPGをご記入

ください

石油給
湯器や
石油暖
房の住
戸は、
必ずご
記入く
ださい

kWh/月

灯油 その他

従量電
灯の場
合にご
記入く
ださい

自動計
算され
ます

（13A） (  ) (  ) (  )

時間帯別料金の
場合にご記入くだ

さい

朝晩時
間帯使
用量が
ある場
合にご
記入く
ださい

発電量 売電量

都市
ガス

ＬＰＧ購入量
太陽光発電

時間帯別電灯の場合

合計 昼 間 夜間休日 朝晩

従量
電灯の
場合

一
年
目

単位 ｍ3/月 L/月kWh/月 kWh/月 ｍ3/月kWh/月 kWh/月 kWh/月kWh/月

電  力

住 宅

補助を受ける者等事業者名

　　　　　　種別

年月

住宅番号

東北電力 

従量電灯 

よりそう＋ファミリーバリュー     

よりそう+おひさま e バリュー     

の方はこちらへ 

東北電力 

よりそう＋ナイト＆ホリデー        

よりそう+スマートタイム        

の方はこちらへ 

太陽光発電モニターより   

ご確認ください。 

ガス・灯油供給事業者より    

ご確認ください。 


